
　５月17日(火)に令和４年第２回臨時会が開かれ、去る４月10日(日)に投票が行われた、弘前市議会議員補欠選挙で
当選した議員２名を含めた議席の指定及び一部変更が行われました。この写真は、議場で撮影した議員全員の集合写
真です。

　市内各地が深刻な被害を受けた令和４年８月の大雨災害

により、市が災害対策本部を設置したことを受け、市議会

においても当面の災害対応に取り組むため、令和３年３月

15日に策定した「弘前市議会災害対応指針」に基づく災害

対策会議を８月18日に開催したほか、８月25日に被災現場

の視察を実施しました。

　９月６日から行われた令和４年第３回定例会一般質問では、避難対応や防災体制、今後

の支援策などについて、多くの議員が市の考えについて質問を行いました。また、本定例

会では、大雨で被災した農地や林道、施設などの災害復旧に要する経費や、被災農家や浸

水世帯の支援に係る経費などを計上する補正予算についても審議を行い、これらの補正予

算を可決しました。市議会では、市や関係機関等と連携し、今後も早期の復旧・復興のた

め尽力してまいります。

 議 会 ト ピ ッ ク ス 議 会 ト ピ ッ ク ス

８月の大雨災害に対する議会の対応
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○ごみ減量の取組について
②長崎県長崎市

○地域包括ケア・包括ケア
まちんなかラウンジ運営
事業について
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○議会改革推進ワーキング
グループの取り組みにつ
いて

○議会基本条例に基づく新
たな取り組みについて

②佐賀県鳥栖市
○議会改革検討会について
○議会報告会について

有明ひまわりセンター(柳川市)にて

　弘前市議会は８月25日、８月の大雨で大きな被害を受けた市内２道路(市道五代・高舘線、津軽中部広域農道)を視察し、担当課か

ら被害状況等についての説明を受け、意見交換・情報収集を行いました。この写真は、津軽中部広域農道での視察の様子です。

８月25日の被災現場視察の様子
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令和４年７月14日から令和４年10月４日までの出来事を掲載しました。
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ひろさき市議会だより　第71号２

【会期：令和４年８月25日(木)～９月22日(木)】

●令和４年度弘前市一般会計補正予算（第６号）

　物価高騰対策として、青森県子育て世帯臨時特別給

付金を計上するとともに学校給食材料費を追加して子

育て世帯を支援するほか、四大まつり開催事業や二十

歳の祭典事業に係る新型コロナウイルス感染症感染拡

大防止に要する経費などを追加するものです。

　また、継続費、債務負担行為及び地方債について所

要の補正をするとともに、弥生学園非常用自家発電機

更新工事などに係る繰越明許費を設定するものです。

補正額　18億5122万円

令 和 ４ 年 第 ３ 回 定 例 会令 和 ４ 年 第 ３ 回 定 例 会

市長提出議案 32件

一般会計　 877億2605万5千円

（９月補正額   68億 511万6千円）

特別会計　 430億1321万3千円

（９月補正額   14億2901万8千円）

９月補正後の令和４年度予算

●事件処分の報告及び承認について（事件処分第４号）

　【令和４年度弘前市一般会計補正予算（第５号）】

　６月28日、７月５日、８月３日の豪雨により被災し

た農地・農業用施設等の災害復旧に要する経費を計上

することとし、この措置に急を要したため処分したも

のです。 補正額　5230万円

●令和４年度弘前市一般会計補正予算（第９号）

　８月３日及び９日からの大雨による被災者への支援

に係る経費を計上するほか、原油価格・物価高騰対策

として、トラック等運送事業者に対する支援金を計上

するとともに、団体等が実施する販売促進事業に対す

る補助金等を追加するものです。

補正額　４億5509万円

●令和４年度弘前市一般会計補正予算（第10号）

　生活困窮世帯に対する国の電力・ガス・食料品等価

格高騰緊急支援給付金及び市の価格高騰緊急支援助成

金を支給するための経費を計上するものです。

補正額　18億6639万1千円

令和３年度決算審査

一般会計歳入歳出決算に対する討論

○反対の要旨　以下の理由で反対する。

・消費税増税により税金の不公正が拡大し、市民の生

活は苦しくなっているが、社会保障制度の充実及び

安定化は達成されていない

・圏域行政、定住自立圏構想などの広域連携に弘前市

政の軸足を置く必要はない

○賛成の要旨　以下の理由で賛成する。

・昨年度に続き20回を超える補正予算を編成し、市

民の生活を守る取組や地域経済の下支えに全力で取

り組んでいた

・経常収支比率が大きく改善するなど、予算執行は財

政の健全性に留意し、効率的に行われていた

歳入額 895億4203万9693円

歳出額 874億8549万4735円

繰越額  20億5654万4958円

一般会計　決算額
　令和４年第３回定例会中に行われた予算決算常任委員会では、令和３年

度弘前市一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介

護保険特別会計、水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計の各決算

等について審査しました。

反対・賛成それぞれの立場の要旨を掲載します。

●令和４年度弘前市一般会計補正予算（第８号）

　８月３日及び９日からの大雨により被災した農地・

農業用施設、林道、土木施設、公園、社会教育施設の

災害復旧に要する経費のほか、被災農家への支援に係

る経費を計上するものです。

　また、営農継続緊急対策事業費補助金に係る繰越明

許費の補正、令和４年度大雨災害資金利子助成金に係

る債務負担行為の補正、公園災害復旧事業などに係る

地方債の補正をするものです。

補正額　19億7346万4千円

 災害復旧事業（補正予算第５号） 52,300

 災害復旧事業（補正予算第７号） 606,651

 災害復旧事業（補正予算第８号） 1,752,137

 被災農家支援事業（補正予算第８号） 221,327

 被災者支援に係る補正（補正予算第９号） 3,000

※事業費（千円）

●令和４年度弘前市一般会計補正予算（第７号）

　８月３日及び９日からの大雨により被災した農業用

施設、林道、土木施設、保健体育施設の災害復旧に要

する経費を計上するほか、当該経費に係る地方債の補

正をするものです。
補正額　6億665万1千円

※補正予算から一部事業を紹介。

　・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金

　　【補正額：16 億 482 万 8 千円】

　　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担

　増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税

  非課税世帯等に対し、１世帯当たり５万円を支

  給。(財源は全額国の補助金)

　・価格高騰緊急支援助成金

　　【補正額 ：2 億 6156 万 3 千円】

　　国の給付金の対象とならない世帯のうち、

　令和４年度住民税均等割のみ課税の世帯に対し

　市独自に１世帯当たり５万円を支給。(財源は

　国と県の補助金）　　　　　　　　

　これらの補正予算のうち、

　大雨に係る災害復旧や被災した

　農家等の支援に係る補正額



一 般 質 問

一般質問の写真は、過去に撮影した写真も含めて使用しています。

子育てしやすい弘前実現に向けた取組

■問 多子世帯や双子世帯への支援策は。

■答 多子世帯の経済的負担軽減策として、

保育料の軽減及び学校給食費の助成を実

施しており、この取組による経済的負担

の軽減額は、月平均で約1万2000円、年

間では14万円程度になると試算している。

石川地域の活性化と大仏公園の在り方

■問 大仏公園あじさいまつりの持続可能

性を高めるためにはどうするべきか伺う。

水害等の避難対応について

■問 ８月上旬の大雨における避難対応は。

■答 土砂災害危険区域の拡大や複数の河

川での水位上昇等、切迫した状況の中、

段階的に発令した避難指示等に合わせた

避難所の開設拡大等、職員一丸となって

対応。今般明らかになった様々な課題を

しっかりと整理し、弘前市地域防災計画

等の見直しなどを行い、市民の安全・安

心をより一層確保できるよう取り組む。

８月上旬大雨災害について

■問 被災された方々への支援策について。

■答 弘前圏域８市町村長一体となって国

に緊急要望を実施した。市独自の対策と

しては、今般と同じような被害に見舞われ

た平成25年の台風第18号の際に行った、

当年産りんごの薬剤費や河川の氾濫等に

より流出した支柱などの資材購入費や破

損した農業用機械の修繕等への支援、被

災農家の雇用機会の創出のほか、新たに、

■答 同まつりは市民参加型まちづくり

１％システムを活用している。市は、

１％システム活用団体が持続可能な事業

を目指せるよう、資金調達や人材確保な

どの相談体制の整備や、同じ地域課題を

持つ団体同士が交流・連携できる機会の

提供など、支援体制を強化していく。

〈その他の質問項目〉

○駅前広場・山道町樋の口町線街路整備

事業に伴う控訴の提起等について

男性用トイレのサニタリーボックス設置

について

■問 市の所見を伺う。

■答 前立腺がんや膀胱がんの罹患者に

とっては尿取りパット等の使用が生活に

欠かせないものとなっており、全国的に

公共施設等において設置が増えてきてい

ると認識している。設置が進むことで、

快適で住みやすい環境が形成され、心身

の健康にもつながる効果が期待される。

被害果樹の補植に係る苗木等の購入費や、

被災園地の排水や泥のすき込みに係る機

械の借上費への支援のほか、被災農家が

行う営農活動におけるリスク分散のため

の土地取得に対する支援も検討しており、

今定例会中に補正予算の追加提出を予定

している。市としては、被災農家が営農

意欲を失わず、農業経営が維持できるよ

う、復旧に向け全力で取り組んでいく。

〈その他の質問項目〉○市政懇談会

竹 内 博 之
（さくら未来）

坂 本　 崇
（ 櫻 鳴 会 ）

齋 藤　 豪
（ 櫻 鳴 会 ）

ひろさき市議会だより　第71号 ３

質問・答弁の要約を掲載いたします。

※敬称略。登壇順に記載。文責は質問者にあります。

※ＱＲコードを読み取ると、一般質問の録画映像を閲覧することができます。

ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

○人権擁護委員候補者の推薦について（２名）

　  大
おおたき

滝 次
つぎ

雄
お

 氏(再任）、大
おおたか

髙 義
よしあき

昭 氏(再任）

陳 情 ３件

○中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人権状況の改善を求める意見書の提出に関する陳情

○弘前市の療育をはじめとする幼児教育・特別教育に関する陳情書

○園や学校生活における、マスク着用が困難な子どもの人権を守ることおよび過剰な感染対策の見直しを

　求める陳情書

議 員 発 議 １件

意 見 書 ○西十和田トンネル (仮称 )の早期建設を求める意見書

※陳情書は議員に参考配付しました。

人 事 案 件 １件 ※人権擁護委員とは？

法務大臣から委嘱をうけた民間のボランティアで

国民の基本的人権の侵害を防ぐことを目的としてい

ます。市民からの人権侵害に関する相談、各法務局

と連携して人権侵害の救済、人権擁護の啓発などの

様々な活動を行っています。　　



掲載内容は一般質問の一部です。正確には会議録をご参照ください。会議録は、市立弘前図書館・市役所などで

閲覧できます。また、弘前市議会ホームページの会議録検索システムでもご覧いただけます。

健康とまちのにぎわい創出事業について

■問 事業の進捗はどのような状況か伺う。

■答 働き盛り世代の市民を主なターゲッ

トに、食や運動をテーマとした事業や、

健康を切り口に中心商店街へ訪れる機会

を創るなど、市民の健康増進と中心市街

地の賑わい創出につながる事業を展開す

る。支援事業者との９月中の委託契約の

締結に向け、現在契約協議を進めている。

弘前市水道事業資産管理計画について

■問 現段階の水道料金の見直しの必要性

を伺う。

■答 収支のバランスを考慮した健全な財

政運営を行うためには、令和７年度の水

道料金見直しは必要であると考えている。

はるか夢球場について

■問 現状と今後について伺う。

■答 収容人数の増加に向けた課題を検証

するとともに、引き続き各球団に対する

誘致活動を継続していく。

弘南鉄道大鰐線及び中央弘前駅前広場に

ついて

■問 弘南鉄道弘南線・大鰐線維持活性化

支援計画に基づき支援を行っているが、

市は現在どのように考えているのか伺う。

■答 新型コロナウイルス感染症の影響

を受ける前の令和元年度と比較し、利用者

数・運賃収入ともに約20％の減少で、中

長期計画と実態に乖離が生じている。現

状のままでは、令和５年度末の大鰐線の

状況は非常に厳しいものになると見込ま

れるが、今後の観光需要回復で増加に転

じる手応えも感じている。弘南鉄道では

計画の見直しを行っており、その内容を

精査する必要があると考えている。沿線

市町村を含む弘前圏域定住自立圏として

本年７月に、より一層の財政支援などを

求める要望書を国に提出した。市として

は、引き続き、支援計画に基づき、弘南

鉄道の路線維持に取り組んでいく。

弘前市における一般廃棄物収集運搬業許

可の規制緩和について

■問 新規許可を平成27年から与えていな

い理由は。

■答 市が収集する家庭系ごみを除いた分

で年間約２万トンあるのに対し、許可業

者の収集運搬能力は年間約13万トンと推

計され、収集運搬能力が十分に上回って

いる状況である。当市のごみの排出量は

減少しており、許可業者の収集運搬能力

を上回る見込みがないことから、新規許

可は行っておらず、今後も原則行わない。

学区外中学校への入学厳格化について

■問 入学厳格化に至った経緯は。

■答 スポーツ強豪校への入部を目的に、

実態のない転居届を提出し、学区を変更

するケースがあり、制度が不公平だとい

う意見や本来の学区の生徒が入部しづら

くなるという問題等が生じていたことか

ら、運用上の手続を見直すことにした。

令和４年８月豪雨災害について

■問 当市の防災体制について問う。

■答 累積雨量の増加に伴う土砂災害危険

区域の拡大等刻々と変化していく状況の

中、職員一丸となって対応したが、一部

の避難所では開設や物資の供給が遅れる

などの課題が生じた。今般、明らかに

なった課題に対しては、地域防災計画の

見直しなどを行い、市民の安全・安心の

より一層の確保に取り組む。　　　　

教職員の多忙化について

■問 教職員の多忙化の要因について問う。

■答 当市の休職している教職員は、９月

１日現在で７人となっている。また、時

間外勤務の内容を精査すると、小学校で

は教頭、中学校では教頭や部活動指導を

担当する教員の業務が増加傾向にある。

教職員の働き方改革については、教育の

質の向上という本来の目的に沿って、職

場環境の整備等に取り組んでいく。

大雨による水害の原因と対策について

■問 今後の対応について伺う。

■答 対策については、河川管理者である

国など関係機関との協議が必要であり、

ハード部分に係る大規模な整備事業によ

る対策は実現まで時間を要すると認識し

ているが、土のう積みなど応急的に対応

可能な対策が考えられないか早期に協議

していく。消防団による公助の強みを活

かすとともに、地域防災力の向上や地域

の防災意識向上による自助、共助の更な

る醸成にも取り組んでいく。

スポーツ少年団の現状

■問 現状に対する認識は。

■答 近年は団体数、登録者数とも減少傾

向。今後の子供たちのスポーツ環境を考

える際の参考とするため、小学生３年生

から６年生の児童の保護者やスポーツ少

年団指導者等へ、現状把握のためのアン

ケート調査を行い集計作業を進めている。

（ 無 所 属 ）
野 村 太 郎

（ 無 所 属 ）
石岡　千鶴子

（ 創 和 会 ）
木 村 隆 洋

（ 創 和 会 ）
竹 浪　 敦

（ 創 和 会 ）
尾 﨑 寿 一

ひろさき市議会だより　第71号４



教育行政について

■問 全国学力・学習状況調査等の結果を

どのように捉えているか。生きる力を伸

ばしていくための市の方針や取組は。

■答 新型コロナウイルス感染症の影響で

中止となった令和２年度を除く過去５年

間の県の平均正答率を全国と比較すると、

小・中学校ともに全教科で全国平均を上

回るか同程度で、概ね良好な状況。体験

活動は、自ら学び、自ら考える力などの

市道城東線の交差点改良について

■問 県道弘前平賀線と交差する市道城東

線において、右折車により直進が妨げら

れ、渋滞が発生。市道の右折レーンの増

設・拡張等の考えを問う。

■答 トヨタカローラ城東店側については、

現在ある中央分離帯を改修し、右折レー

ンの延伸ができないか検討をしている。

かつや弘前城東店側については、歩道の

植樹帯を撤去し、車道幅員を広げ、新た

弘前市のハラスメント対策について

■問 市の指針の概要等について問う。

■答 市では、令和２年６月に「ハラスメ

ントの防止等についての指針」の改正を

行い、苦情相談を受けた際のプライバ

シーの保護の徹底などについて明記した。

職場におけるハラスメントは、職員の人

権、働く権利を侵害するものであると認

識しており、市としては、働きやすい職

場環境の整備に一層努めていく。

子供の歯の健康について

■問 当市の子供の歯の健康状態と、フッ

化物洗口について市の考え方を問う。

■答 虫歯有病者率は、令和２年度から過

去５年間の状況をみると、３歳児健診で

は全国平均を７ないし９ポイントも上

回っている。令和２年度学校保健統計調

査によると、小・中学校ともに全国平均

を10ポイント程度上回っている。この

ため、今年度の新たな取組として、フッ

生きる力の基盤等として果たす役割が期

待されている。学校への活動支援事業で

ある「未来をつくる子ども育成事業」で

は、今年度は体験活動の充実を図るべく、

申請項目を新設。子供たちの生きる力の

育成に向けた創意工夫をした取組に対し

支援を行っている。街全体を大きな教室

と捉えて行われる体験活動は、子供の意

欲を最大限に引き出し、国が示す学力の

向上にもつながると期待される。

に右折レーンを設けるなどの対策を検討

している。交差点改良については、県、

警察、東北電力、ＮＴＴなど関係機関と

の十分な調整が必要となり、令和５年度

から調査設計を行い、各関係機関との調

整が整い次第、早期に工事に着手する。

〈その他の質問項目〉

〇物価高騰対策　〇旧尾太鉱山の坑廃水

の岩木川流出対応　〇浸水発生箇所調査

業務　〇８月大雨による農作物被害

水道行政について

■問 安全安心な飲料水確保等の取組は。

■答 今年８月の大雨に対しては、樋の口

浄水場では、運転管理員を増員し、浄水

処理を行った。また、令和２年度からは

弘前市下水処理場の改築を進めており、

安全な水の供給や衛生的な生活環境の維

持はもとより、市民のくらしといのちを

守るライフラインの整備等を進め、安全

安心な上下水道の体制強化に努める。

化物洗口を先行して実施する学校におい

て試行する準備を進めている。

学校司書制度２年目について

■問 １年間の成果とそれに対する評価は。

■答 「主体的・対話的で深い学び」の基

盤づくりの実現、児童生徒の読書活動の

推進、図書館担当教員の負担軽減等で具

体的な成果が報告されており、より多く

の小・中学校に学校司書による支援がで

きるよう研究を進めていきたい。

樋 川　 篤 子
（さくら未来）

千 葉 浩 規
（日本共産党）

越　 明 男
（日本共産党）

今 泉 昌 一
（さくら未来）
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令和４年第３回定例会日程 （29日間）

　８月25日(木)　本会議　　　　　開会、会期の決定、
　　　　　　　　　　　　　　　　提案理由の説明
　８月26日(金)～９月５日(月)　　議案熟考
　９月６日(火)～９月８日(木)　　
　　　　　　　　本会議　　　　　一般質問
　９月９日(金)　本会議　　　　　一般質問、議案付託
　９月12日(月)　常任委員会　　　厚生、経済文教、
　　　　　　　　　　　　　　　　建設、総務
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９月13日(火)～９月16日(金)  　
　　　　　　　常任委員会　　　予算決算
９月17日(土)～９月21日(水)　　議事整理　
９月22日(木)　本会議　　　 　各委員長の報告、　　
　　　　　　　　　　　　　　　質疑、討論、　　
　　　　　　　　　　　　　　　表決、閉会



災害対策について

■問 個別避難計画について伺う。

■答 避難行動要支援者名簿の登録者は、

７月末現在1,552人で、うち321人が個別

避難計画を作成済み。要支援者の個別避

難計画作成が概ね５年程度で完了するよ

う努力義務化されたことを受け、支援者

確保の方策等の見直しを図ることとした。

■問 避難所運営について伺う。

■答 地域の実情に応じた自主避難所の在

新規就農者支援について

■問 農地取得に係る下限面積要件につい

て。

■答 今年５月に公布された農業経営基盤

強化促進法等の一部を改正する法律によ

り、農地法における下限面積の規定が廃

止され、公布の日から１年以内に施行さ

れる。下限面積の廃止に伴い、多様な人

材が農地を取得することで、農地の流動

化がさらに進むことが想定され、新規就

保育所等について

■問 災害時の対応について。

■答 水防法及び土砂災害防止法に基づき、

洪水等の浸水想定区域又は土砂災害警戒

区域に位置する要配慮者利用施設の管理

者等は、避難確保計画の作成と避難訓練

の実施及び市への報告が義務付けられて

おり、作成義務のある保育所等は全て作

成済み。今般の大雨では、避難情報発令

前、あるいは緊急安全確保の発令後、保

り方や地域に適した自助、共助の取組に

ついても進めていく。

■問 災害に強いまちづくりについて。

■答 国では、各河川管理者やあらゆる関

係者が協働し、水害を軽減させる治水対

策「流域治水」への転換を進めている。

最低賃金引上げによる入札価格について

■問 当市の基本的な考えについて伺う。

■答 受注者に「変更契約が必要な場合に

は協議を行う」旨を周知し、対応する。

農や遊休農地の解消が促進されるなど、

農地利用の最適化の推進につながると期

待している。

消防団の現状について

■問 消防団員の充足率について伺う。

■答 111分団のうち定数を満たすのが29

分団、充足率90％台が24分団、80％台

が31分団、80％未満が27分団である。

〈その他の質問項目〉

○生活困窮者に対する就労支援について

護者に早めの迎えを要請したほか、近隣

の安全な場所や施設の２階へ避難をした。

教育行政について

■問 市立小中学校内の設備等について。

■答 維持管理については、営繕要望表を

提出してもらい、現場の確認や聞き取り

調査をし、改善等の対応をしている。突

発的に発生した不具合は、緊急度を精査

のうえ、同様の対応。９月１日現在で

506件の要望があり、改善に努めている。

外 崎　 勝 康
（政心公明）

石 山　 敬
（ 創 和 会 ）

成 田　 大 介
（ 無 所 属 ）
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【令和４年第３回定例会】

令和３年度弘前市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度弘前市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

駅前広場・山道町樋の口町線街路整備事業に伴う控訴の提起等について

　ＦＭアップルウェーブ（周波数７８．８メガヘル

ツ）で、一般質問等の様子を当日午後８時から

放送します。※緊急時、災害時には変更される

場合も有り

定例会の一般質問等のラジオ放送弘前市議会ホームページ

　　http://www.city.hirosaki.aomori.jp/gikai/index.html
　 

インターネットによるライブ中継・

　 録画中継、会議録検索システム、

　 議会の日程など、市議会の情報は

　 こちらでご覧いただけます。



弘前市民からの声について

■問 ７号線沿線の農地開発規制を問う。

■答 農用地区域については、農振法等で

農業以外の目的での利用が制限されてお

り、法令に基づき適正な管理を行うこと

は、無秩序な開発の防止という観点から

も必要なものと考えている。国道７号線

沿線にある国営かんがい排水事業の受益

地内の農用地は、法令の規定により、一

定期間はいわゆる農振除外は原則として

市内事業者等への事業継続支援について

■問 今後の支援について市の考え方は。

■答 経営者が高齢化し後継者がいない老

舗等が、新型コロナウイルス感染症の影

響で自主廃業するケースも出ている。こ

れまでの事業者への財政的支援だけでな

く、廃業前に第三者へ橋渡しする事業承

継という形の支援にも積極的に取り組む。

市営住宅の現状と課題について

■問 青葉団地太陽光発電設備の発電コス

市長の政治姿勢について

■問 健康医療について伺う。

■答 今後の取組として、市内企業を訪問

し、市の健康医療関連産業誘致の取組を

お知らせして、首都圏等の取引企業など、

健康医療関連産業の誘致につながるよう

な情報収集を行う。また、県が首都圏等

で開催する企業誘致イベントで取組をＰ

Ｒすることを計画している。幅広い分野

に対し企業誘致活動を展開していきたい。

返済が始まる特例貸付制度について

■問 緊急小口資金及び総合支援資金につ

いて、早い方では来年１月から返済が始

まるが、弘前市の状況を伺う。

■答 令和２年４月から令和４年８月末ま

での緊急小口資金の特例貸付の合計申請

件数と総額は、1,331件、２億4974万円。

総合支援資金は、1,091件、５億2940万

6000円。特例貸付に係る償還免除につい

ては、借受人と世帯主が判定年度におい

できないこととされているが、国や地方

公共団体が事業者となって開発する場合

等では農振除外となり得る。このほか、

民間企業が事業者となって開発する場合

でも、地域未来投資促進法による計画策

定に基づく手法等により、農振除外とな

る場合もあるが、市では、健康医療産業

の誘致の際、この制度による規制緩和の

対応が困難な場合には、国への制度改正

の働きかけを検討していきたい。

ト等や今後についての考え方を伺う。

■答 設置費用と40年間使用した場合の

ランニングコストから試算し１キロワッ

ト当たり約140円。夜間等発電できない

時は電力会社より電力を購入、住民の共

益費より賄われる。令和３年度購入した

電気代の平均単価は１キロワット当た

り約35円で購入の方が安価になる試算。

機器更新の際、使用を継続するか廃止す

るか等、社会情勢に応じた対応を図る。

■問 災害時の危機管理について伺う。

■答 市は、災害による被害が想定される

場合など、災害対策本部の設置基準に該

当する可能性がある場合、情報収集に努

め、気象条件や各種状況の変化に応じて、

市民の方々の安全を確保するため、避難

の呼びかけ、情報発信を行うことを最優

先事項とすることとして、適切な時期を

捉え、災害対策本部を設置し、災害対応

に全力を尽くしていく。

て、住民税が非課税の場合等が免除の要

件となり、８月末時点で償還免除が決定

した件数とその金額は、緊急小口資金の

特例貸付が49件、798万円。総合支援資

金が31件、1674万円。現在、物価高騰等

により、市民生活は厳しさを増し、償還

が困難となる市民が増加する可能性があ

ると考える。市では、生活困窮者自立支

援金や住居確保給付金、就労支援などの

制度等の活用も同時に進め、支援を行う。

佐 藤　 哲
（ 櫻 鳴 会 ）

松 橋　 武 史
（ 櫻 鳴 会 ）

工 藤　 光 志
（ 無 所 属 ）

石 田　 久
（日本共産党）
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【令和４年第３回定例会】

令和３年度弘前市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度弘前市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

駅前広場・山道町樋の口町線街路整備事業に伴う控訴の提起等について
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※議会での慎重審議により、承認、可決、認定、同意と
　なりました。

市長提出議案：32件

予算関係：11件、決算関係：７件、

条例関係：４件、そ の 他：10件

令和４年第３回定例会審議結果

議 員 発 議：１件



霧島市役所にて

会　派　一　般　行　政　視　察会　派　一　般　行　政　視　察

７月28日(木)　市役所

①掲載内容について

９月22日(木)　市役所

①掲載内容について

②編集日程について

委員会等活動報告委員会等活動報告

「ひろさき市議会だより」について、ご意見・ご
感想などがありましたら、今後の参考にさせてい
ただきますので、電話・ファクス・メールなどで
お気軽にご連絡ください。（連絡先は右上にあり
ます。）

日本共産党

８月７日(日)～10日(水)

①沖縄県豊見城市

　○豊見城市歴史民俗資料展示室の

　　活用について

②沖縄県沖縄市

　○住宅リフォーム支援事業につい

　　て

③沖縄県名護市

　○マルチメディア館、みらい館の

　　運営について

無所属議員

（下山文雄・工藤光志・野村太郎）

８月８日(月)～10日(水)

①佐賀県佐賀市

　○下水汚泥処理事業について

②熊本県熊本市

　○熊本城復旧事業について

さくら未来、無所属議員（成田大介）

10月２日(日)～４日(火)

①埼玉県戸田市

　○教育改革について

②埼玉県白岡市

　○部活の地域移行について

③千葉県木更津市

　○地域通貨(アクアコイン)について

無所属議員（石岡千鶴子）

７月19日(火)～22日(金)

①山口県長門市

　○農地集積・基盤強化推進事業に

　　ついて

②奈良県奈良市

　○奈良市放課後児童健全育成事業

　　施設昼食提供事業について

③千葉県松戸市

　○すぐやる課の取組について

表 紙 の 写 真 大 募 集 !!表 紙 の 写 真 大 募 集 !!

◎テーマ　弘前市内で撮影された写真
　　　　　(風景・まつり・イベントなど)
◎規格　　デジタル写真データ
　　　　　(JPEG形式、サイズ１MB以上、横撮りのみ)
◎応募資格　弘前市に在住・在勤・在学の方
◎応募方法　写真のタイトル(10文字以内)・撮影場
　　　　　　所・撮影日・住所・氏名・電話番号を
　　　　　　明記の上、メール、郵送、持参。
　　　　　　※メールの場合は、件名に「だより表
　　　　　　　紙写真」と入力してください。
◎締め切り　締め切りは令和５年１月10日(火)です。
　　　　　　また、応募写真が必ずしも採用される
　　　　　　とは限りません。
◎掲載時期　令和５年３月発行予定の第72号

櫻鳴会

７月19日(火)～21日(木)

①鹿児島県奄美市

　○自衛隊基地新設による市の役割

　　・課題・経済効果・影響につい

　　　て

②鹿児島県霧島市

　○霧島市基幹相談支援センターの

　　取組について
豊見城市歴史民俗資料展示室にて

白岡市役所にて

佐賀市役所にて

議会（本会議、委員会など）は

原則、どなたでも傍聴でき、市役

所前川本館４階で受付しておりま

す。新型コロナウイルス感染症拡大を防止するため、本会

議及び委員会等の傍聴については、マスクの着用や手指の

アルコール消毒など、感染症対策にご理解とご協力をお願

いいたします。本会議及び予算決算常任委員会は、インター

ネット中継でご覧になれるほか、市役所前川新館 1 階市民

ギャラリーにモニターテレビを設置し、中継放送もしてお

ります。

　　　　　　　　次回定例会日程（予定）

　(11月18日(金) 議会運営委員会　 会期日程等の協議）     

 　11月25日(金) 開会日（本会議） 開会、会期の決定、 

　 　 　　 　　　　　　　　　 　 提案理由の説明

 　12月20日(火) 閉会日（本会議） 各委員長の報告、質疑

　                               討論、表決、閉会

※日程、傍聴の取扱いについては、議会開会前に

ホームページ等でご確認ください。 

●議●会○を●傍●聴
　　　○し○ま○せ○ん○か

厚生常任委厚生常任委員員会会

医師会役員との懇談会

９月２日(金)　弘前市医師会館

①最近の医療情勢について

②その他

ひろさき市議会だよりひろさき市議会だより
編集特別委員会編集特別委員会

医師会役員との懇談会の様子
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ひろさき市議会だより　第71号８


